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   The report deals with analysis of the results of sensitivity tests on microorganisms 
isolated from patients with non-specific urinary tract infections observed during the past 4 
years (from July 1961 to June 1965) in our hospital, and therapeutic effects of new chemo-
therapics, Nalidixic acid (ND), on these patients. 
   1) Per cent distributions of the 350 strains so far isolated were  76.3j% of bacilli, 17.4  % 
of cocci, 4.3  % of bacilli and cocci mixed and 2.0  ro of fungi. Changes of these strains 
by year of observation showed a gradual increase in bacilli which became 85.7  % in 1965 
and a marked decrease in cocci. Among the bacilli,  E. coli occupied about a half and 
Proteus, Pseudomonas and Klebsiella were then followed. Staphylococci were the major 
ones among the cocci. 
   Sensitivity tests on the isolated bacilli demonstrated the highest sensitivity to KM 
among broad-spectrum antibiotics. Conspicuous results were evident in the series of 
Macrolide agents against cocci and KM, ND and Colistin (CS) against bacilli. The rate of 
resistance was not increased only to KM by year. 
   Based on the results of anti-bacterial ability, the first choice should be ND, KM and CS 
against  E. coli and  Klebsiella, ND and KM against Proteus, CS against Pseudomonas and 
KM and CP against Staphylococci. The triple resistance to SM, CP and TC was seen about 
20 to 30  % in every different group of bacilli (13.3  % for  Klebsiella). Yearly observations 
on E. coli demonstrated a rapid increase in such triple resistance in recent years. The 
tetra-resistance to SM, CP, TC and KM was seen in Pseudomonas at higher rate than in 
other Gram negatve bacilli (17.4  %). 
   3) Nalidixic acid was administered to a total of 36 patients with urinary tract infec-
tions. Response to the therpy was seen in 100  % of acute cases and 71  % of chronic cases, 
making 83  % of effectiveness as the total. The majority of  E. coli and Proteus infections 
was successfully treated with  Nalidixic acid, while it showed effective results in one of 
2 cases of Pseudomonas infection and one of 3 cases of Klebsiella infections, all of those
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2 later ones were chronic infections. 
   Gastrointestinal disturbance was observed in one case as side effect.
緒 言
感染症を取扱 う際 には常 にhostとparasite
の関係 を考 えねば な らぬ.parasiteの側か ら考
える とその起炎菌が何で あるか という事,次 に
起炎菌 の各種化学療法剤 に対す る感受性試験 を
行 ない最 も感受性 の高 い薬剤 を決 め,そ の薬剤
を病巣部に充分 の濃度に達せ しめ る事が必要で
ある.尿 路感染症に おい ても起因菌 の種類 とそ
の出現頻度並び に化学療法剤 に対す る感受性 の




特異性尿路感染症 よ り分離 された菌につい て行
なわれ た薬剤感受性試験 の結果を総括 し若干の
考察 を加 える と共に,新 しく合成 された抗菌剤
Nalidixicacid(ウイン トマ イロソ)を 使用す
る機会 をえたのでそ の成績を併せて述べてみた
い.
〔1〕 当院尿路 感染症薬剤耐性 の現状

























racycline系薬 剤 間 に は 交 叉耐 性 が 認 め られ て い る
か らTC,OTCの い ず れ か に つ い て検 し,Macrolide
系 の ものは これ を 認 め な い か ら個 々に つ い て検 した.
尚桿 菌 につ い ては 通 常 感 受性 を 示 さな いPC,Mac-
rolide系の もの を 省 略 し,同 様 に して 球菌 に 対 して
はCS.NDを 省略 し た.
尚,葭 の 同定 に 用 い る確 認培 地 と して 球 菌に は ス タ
フ イ ロNo.110培 地 に よ りそ の病 原 性 を 検 査 し,桿
菌 に はTSI,サ ッ カ ロー ・ゼマ ソニ ッ ト,SIM,シ モ ン
ズ ク エ ソ酸,ブ ドウ糖 ペ プ トソの 各 培 地 を 用い,こ れ
らに よつ て 各 種 生物 学的 反 応 を 観 察 し,更 に尿 素 テス
ト.KCNテ ス ト.チ トク ロー ム酸 化 テ ス ト.ビ オテ
ス トよ り菌 の 決定 を行 な つ た.尚,感 受 性 検 査 の行 な
わ れ た 菌 株 のす べ てに は 同 定 を 行 な い えな か つ た.
検 査 成 績
1)尿 路 感 染 症 の 分離 菌 につ い て
4年 間に 行 な わ れ た 感 受 性 検査 の分 離 菌 につ い てみ
る と総 数365株 で そ の 中,桿 菌277株(75.9%),球
菌64株(17.5%)で 桿 菌 が か な り高 率 を 占め る.そ
の 他 に球 菌,桿 菌 の 混 合 感 染 及 び 真 菌 が 少数 例存 す
る.
次 に 分 離菌 の 年 次 的 推 移 を み る と(例 数 の 少な い
1961年は 略 す 一 第1表)桿 菌 は 次 第 に増 加 し,球 菌 は
滅 少 の 一 途 を た どつ て い る.即 ち 桿 菌 の 占め る比 率 は
1962年52.9%,1963年77.3%,1964年82.5%,1965年
85.7%と次 第 に 増 加 し,一 方 球 菌 は それ ぞ れ36.8%,
18.2%,13.6%,6.6%を占め 著 明 に漸 減 して い る.
又 同 定 の 行 なわ れた 桿 菌 中 で は 大 腸菌 が 最 も多 く4年
間 を 通 じほ ぼ半 数 を 占め84/169株(49,7%),変形 菌
(17.8%),緑膿 菌(14.8%),クレブ シ ェ ラ(8.9%)
が これ につ ぐ,球 菌 で は ブ菌 が過 半 数 を 占め(79.1
%),そ の 他 は 少数 で あ る.尚 真菌 は未 だ 少 数 であ る
(2,0%).
2)各種 薬 剤感 受 性 に つ い て
各 種 薬 剤 に対 す る細 菌 の 感 受 性 検 査 の結 果 を一 括す
る と第1図 の如 くで あ る.但 し既 述 の如 く抗 菌 スペ ク
トル の 狭 いPC,EM,OM,LMは 球 菌 のみ,CS,ND




















そ の 他 の 球 菌


















































































全 己 種 A冒 百 群
第1図
4年間の 全 菌 種 に つ い て み る と(図 の左 側)感 受 性 率
はS30.9%,PC38.1%,SM31.4%,CP52.1%,EM
59.3%,OM61.5%,LM64.7%,TC40.6%,KM
81、3%,CS67.0%,ND83.3%となっ て お り,桿








































































































菌,変 形菌,緑 膿菌,ク レブシェラについて,叉 グラ
ム陽性球菌であるブ菌について夫々の感受性を一括表














































































































































































次に多重耐性に ついて述べる,桿 菌 に ついて は
SM・CP・TCの三重耐性及びSM・CP・TC・KMの四
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重 耐 性 を,球 菌 に つ い てはPC・SM・CP及 びPC・
SM・TCの 三 重 耐性 並 びにPC・SM・CP・TCの 四 重耐
性 を観 察 した.そ の結 果 は 第5表 に示 す ご と く,グ ラ
ム陰 性 桿菌 群 にお い てSM・CP・TC三 重 耐 性 菌 は ク レ
ブ シ ェ ラに や や低 率 の 他,各 菌間 に 差 異 を 認 め な いが
SM・CP・TC・KM四 重 耐 性 菌 は ク レ ブ シ ェ ラで は皆
無 で大 腸菌 及 び変 形 菌 で は ご く少 数 であ り(夫 々2.4,
6.7%),緑膿 菌 では これ ら よ り遙 か に 高 率 にみ られ る
第4表 各種薬剤の抗菌力表(1965)
大 腸 菌 …ND>KM>CS》CP=TC>S>SM
変 形 菌 …ND=KM》CP=CS>SM=S>TC
緑 膿 菌 …CS>CP=KM>TC>S
ク レブ シ ェ ラ…KM>CS>ND=CP=TC>S>SM
ブ ドウ球菌・・讐>CP》EM=OM>TC"PC>SM


























PC・SM・CP三 重 耐 性 菌 、
PC・SM・TC三 重 耐 性 菌
一i








(17.4%),一方 ブ菌 に おい て は 上記 三 重 耐 性 が 共 に
20%前後,四 重 耐性 で も15%弱に認 め る.次 に大 腸 菌
に つ い てSM・CP・TC三 重 耐 性菌 の 出現 率 の年 次
的 推移 をみ る と1963年2/19株(10.5%),1964年4/
29株(13.8%),1965年11/34株(32.4%)とな り急 速
に増 加 し てい る,
〔ll〕Nalidixicacid(ウイ ン トマ イ ロ ン)
の 治 験
本 剤 はLeshefら(1962年)に よ り 合成 さ れ た も
の で病 原 性 グ ラム陰 性 菌 に有 効 であ る事 が 実証 され て




















診 断 主 訴
急性膀胱炎綴 麟 尿・
見 副 効
膿球1禦墾可 投与惣 側 星薪 果
帽 大 腸



























急 性 膀 胱 炎
急 性 膀 胱 炎
急 性 膀 胱 炎
急 性 膀 胱 炎
急 性 膀 胱 炎





急性 膀 彫 炎
急{生膀 胱 炎




















一 消 失 廿 、
E
変 形 菌 ・.25・2…一「一・消失i瑚










































急 性 膀 胱 炎
急.性膀 胱 炎












































囎 蹴 癖 尿醐 尿
慢 性 膀 胱・炎 頻尿1
囎 膀 胱炎i排尿醐,露
1











変 形 菌 …2.25×3+「iI 十 消失

















雑 核 薗 ・.5…廿
11
変 形 菌12・50×3j+
大 腸 菌㌧ 、,。5
i


























































慧響 麟 舗 意促迫
















ク レブ ジ ェ
ラ
大 腸 菌





























































急 性 膀 胱 炎
16株












































































































































牲検査ではNDに は7株 中5株 に感性を示 し,KM
は1株を除くすぺてに,CP,CSには半数が感性を示
し,SM,TCは 大多数に耐性を 示した。9例 に用い



















第8表Na工idixicacid(ウイ ソ トマ イPソ)
の治 療 効果






















































を示し,合併症を 伴う膀胱炎(6例)で は半数に 有












































































































































































































が,筆 者 らの症例の3株 はすべて本剤に耐性を



























































効果が低下 した.全 体 として36例中83%の有効
率を示 した.
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